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創業 1950年6月29日

創立 1956年12月22日

代表取締役 柏木 健作

資本金 8,850万円

売上高 70億9,900万円(2020年12月期実績)

従業員数 251名(2021年6月時点)

(371名・昭和電機グループを含む)

本社 大阪府大東市新田北町1番25号

認定資格 ISO9001・ISO14001 認定取得

通産省交流電動機等応用機器類製造事業

防爆構造電気機械器具検定合格

建設業 管工事業 国土交通省大臣許可

大阪府機材製造者指定 など

昭和電機株式会社会社概要 No.2



大阪本社工場

伊賀工場電動機軸直結型送風機
集じん機

製品紹介 No.3



ちょこっとエンジニアリング No.4

ちょこっとエンジニアリングとは・・・

送風機やミストレーサをはじめとした自社製品と、さまざまな周辺機器とを組み合わせる
ことで、みなさまの「ちょこっとした悩み」を解決へと導く。ちょこっとエンジニアリングは、
昭和電機を代表するサービスです。



局所排気装置とは No.5

局所排気装置とは・・・
工場や実験室等で発生する、有機溶剤・粉じんといった人体に有害な物質を
作業者が吸い込まないように吸引(集じん)し、屋外へ排出する装置です。
局所排気装置は、フード・吸引ダクト・空気清浄装置・ファン（排風機）・排気ダクト及び
排気口などから構成されています。



洗浄主な工程 接着 印刷

自動車工場

洗浄

塗装

検査

n-ヘキサン、エタノール、アセトン

トルエン、キシレン

トルエン、キシレン

食品工場

殺菌

エタノール、ホルマリン

印刷

メチルエチルケトン

分析

エタノール、アセトン

樹脂工場

印刷

トルエン、キシレン

接着

トルエン、エチルベンゼン

溶解

スチレン、クロロメタン

薬品工場

検査

エタノール、アセトン

洗浄

エタノール

印刷

トルエン、キシレン

有機溶剤中毒予防規則（有機則）・特定化学物質等障害予防規則（特化則）
粉じん障害防止規則(粉じん測)の対象となる物質を使用している作業現場にあたります。

局所排気装置が必要な現場 No.6



規則の対象（有機則第１条）

第１種・第２種・第３種有機溶剤の含有率が５％を超えるものを
使用する有機溶剤業務。
ＳＤＳ（安全データシート）の１５．適用法令で確認ができます。

設備（有機則第５条）

第１種または第２種有機溶剤を使用する場合は密閉設備または
局所排気装置・プッシュプル換気装置の設備が必要です。
有機則１４～１６条で設備の構造や性能の規定があります。
代表的な溶剤はトルエン・アセトン・キシレン・メタノール・ＩＰＡなど。

作業環境測定（有機則第２８条）

屋内での第１種・第２種有機溶剤業務について６カ月以内ごとに１回
作業環境測定に従って濃度測定をしなければならない。
また評価をおこなったときは３年間記録を保存しなければならない。

その他にも作業主任者の選任や特殊健康診断、設備の定期自主検査、
保護具、保管、掲示などについても定められています。

有機溶剤中毒予防規則（有機測）の抜粋 No.7



局所排気装置の届出 No.8

労働安全衛生法により、局所排気装置を設置・移転・変更（主要構造部分）する場合は、
工事開始の30日前までに労働基準監督署に届け出ることが義務付けられています。



No.9

囲い式フード

外付け式フード（側方吸引） 外付け式フード（上方吸引）

局所排気装置の概要



①フード

・発散源ごとに設ける必要がある
・囲い式フードは開口面積を出来るだけ小さくする
・外付け式フードは発散減に出来るだけ近い位置に設ける

②ダクト

・圧損が少なくなるように、ダクトは短く
ベンド(曲がり)は少なくする

・搬送物(気体・粉じん)に合わせて
管内(ダクト)風速を設定する

・粉じんを吸引する場合は、管内の
点検・掃除が出来る構造にする

局所排気装置の構造・要点 No.10



③空気清浄装置
・吸引気体・粉じんを清浄する必要がある場合は、
除じん、排ガス処理装置を設ける

④排風機

・制御風速を満たす風量、必要な圧力損失を満たす
静圧を持った送風機を選定する

・空気清浄装置を設ける場合は、清浄化された空気が
通る位置に排風機を設ける

・定期自主検査が容易になるように
ケーシングに点検口を設ける

局所排気装置の構造 No.11



・排気口は屋外に排気できる場所に設ける
・空気清浄装置が無い場合は屋根上1.5m以上になるように
排気口を立ち上げる

⑤排気口

局所排気装置の構造 No.12



No.13

①個々の発散源ごとに作業性を考慮してフードの型式を選定し、設置位置を考える

②個々のフード型式より、捕捉又は制御風速を出すための必要排風量を計算する

③必要排風量と搬送速度からダクトの径を仮決めする

④ダクトの経路、空気清浄機・排風機等の設置位置を決める

⑤ダクトの断面、形状を再検討して直径を決め直す

⑥決定したダクト直径より断面積を計算し、実際の搬送速度を計算する

⑦空気清浄装置を選定する

⑧フード、ダクト系の圧力損失を計算し、必要な排風機前後の静圧差を求める

⑨必要排風量の合計と必要静圧から、排風機を選定する

⑩作業場内全ての排風量に見合う給気を確保する

局所排気装置の基本計画の手順



No.14

備考
1.この表における制御風速は、局所排気装置のすべてのフードを開放した場合の制御風速をいう
2.この表における制御風速は、フードの型式に応じて、それぞれ次に掲げる風速をいう
イ 囲い式フードにあたっては、フードの開口面における最小風速
ロ 外付け式フードにあっては、当該フードにより有機溶剤の蒸気を吸引しようとする
範囲内における当該フードの開口面から最も離れた作業位置の風速

3.特化測(特化物)にあたっては、抑制濃度又は制御風速によって管理する

フードの型式別の制御風速



No.15フードの型式別必要排風量の計算式例

Q：排風量(m3/min)

A：開口面積(m2)

Vc：制御風速(m/s)

囲い式フードの場合、
k：風速の不均一に対する補正係数(1.0～1.5)

外付け式フードの場合、
X：距離(ｍ) (フード開口面から発生源まで)



No.16フードの型式別必要排風量の計算式例

例題① 局所排気の対象物質：トルエン(第2種有機溶剤)

フードの型式：囲い式フード
フード開口面：横1,000mm × 高さ500mm の際の必要排風量(Q)は？？

計算式：Q ＝ 60 × A × Vc×ｋ
＝ 60× 0.5ｍ2 × 0.4m/ｓ
＝ 12 m3/min×1.3(k)

＝ 15.6 m3/min

Q：排風量(m3/min)

A：開口面積(m2)

Vc：制御風速(m/s)

k：風速の不均一に対する補正係数(1.0～1.5)



No.17フードの型式別必要排風量の計算式例

例題② 局所排気の対象物質：アセトン(第2種有機溶剤)

フードの型式：外付け式フード側方吸引式
フード開口面：φ200mm

フード開口面～発生源までの距離：150mm の際の必要排風量(Q)は？？

計算式：Q ＝ 60 × Vc× (10 × X2＋ A)

＝ 60× 0.5m/ｓ× (10 ×0.15m×0.15m ＋ 0.0314m2)

＝ 7.692 m3/min

≒ 7.7 m3/min

※仮に距離X：300mmとすると、27.942 m3/min (距離X：150mm時の約3.6倍) となります。

Q：排風量(m3/min)

A：開口面積(m2)

Vc：制御風速(m/s)

X：距離(ｍ) (フード開口面から発生源まで)



No.18圧力損失の計算式

①ダクト直径より断面積を計算し、排風量より管内風速(搬送速度)を求める

②管内風速(搬送速度)より、速度圧を求める

③速度圧×圧力損失係数により、個々(直管・曲がり・拡大縮小等)の圧力損失を求める

④圧力損失の合計を求める



No.19圧力損失の係数例



No.20ダクト系統線図例



No.21圧力損失計算例

250



No.22圧力損失計算例



No.23

局所排気装置の風量が大きくなる場合はプッシュプル換気装置が有効です。
（対象範囲が広い場合やフードの設置が困難な場合）

ベンチレーサ（プッシュプル型換気装置）のご紹介



私たちは
「製造部門を持つサービス企業

（ＭＡＧＯＫＯＲＯ Ｃｏｍｐａｎｙ）」を実践します。

風を使った環境改善、何なりとご相談下さい。
プランニング～設計施工

私達がカタチにして魅せます。


